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2025年 3月 13日（木）18：30より行われた第 10回 CT 

Colonography Webinarに関して報告します。このWebinarは消化管

CT技術学会とブラッコ・ジャパン株式会社の共催で企画していま

す。 

今回は私が座長を務め、愛知県、山下病院の山﨑通尋先生に講演し

て頂きました。山﨑先生は大腸 CTに少しでも関わった方ならご存じ

と思いますが、スクリーニング大腸 CTの先駆者であり、大腸 CTの

達人です。2003年に東芝製（当時）CTの Aquilion 16を導入後、ス

クリーニング大腸 CT(CTC)を開始し、2004年からは CTCタスクフ

ォースの一員として日本における大腸 CTの検査法の確立に尽力しま

した。2005年には日本放射線技術学会に「MSCTを用いた大腸スク

リーニング検査の有用性の検討」を報告。2008年には

INNERVISIONの別冊付録にて「CT colonography －大腸画像診断

は新たなステージへ－」を CTCタスクフォースメンバーと共同執筆

し、当時ほとんど知られていなかった大腸 CTの全体像を実用的にま

とめ、その後の CTC技術の礎を築きました。2010年からは消化管

CT技術研究会世話人、2019年日本消化管 CT技術学会顧問、2020

年からは日本大腸 CT専門技師認定機構監事、日本 Virtual Reality学

会評議員を務め日本の大腸 CTの発展に力を注いできました。定年を

迎えてからも病院から慰留され副院長として重責を担ってきました

が、この 3月で山下病院から離れることになりました。大腸 CTの活

動からもしばらく身を引くということで、今後、山﨑先生のお話を聞

く機会はなかなか難しいことから、今回、無理を言って講演をお願し

た次第です。 

講演頂いた内容は「大腸 CT検査の意義と診療放射線技師の役割」

というタイトルで、前処置から腸管拡張、読影の技術の要点と陥りや

すい pitfallや選りすぐりの症例を解説していただきました。 

山下病院は大腸 CT開始当初から、常に日本で一番の症例数を誇る



病院ですが、現在まで 4万例を超える CTCを撮影しており、その殆

どに関わってきたという経験はもはや誰も超えられない金字塔です。

沢山の医師や技師が山下病院には CTCを学びに訪れ、山﨑先生に方

法を見聞きし、CTCを実践していきました。 

失敗談や難渋した症例に対しても説得力が違います。「大腸 CTの意

義は受容性であり、早期発見から内視鏡診断への誘導を効率的に利用

する環境を作ることです。受診率を上げ、大腸がんで亡くなる人を一

人でも減らしていくことを期待します。」と優しく話されていまし

た。心の声でもあり、強く印象に残りました。今までのWebinarでは

質問に対しては、時間切れで答えられないこともありましたが、最後

の質問まで答えて頂きました。 

今回の視聴予約数は 600を超えており、実視聴数は 551と、多くの

方々の注目を集めた講演でした。そして、その中には山﨑先生に直接

学んだ人たちも居て、私と同じように一抹の寂しさと共にこの素晴ら

しい講演に聞き入っていたことでしょう。 

長年の活躍の陰にあった苦労は語るべくもありませんが、我々とし

ては先生の今までの活動に感謝しかありません。今後、多くの技師が

この知識と技術を受け継ぎ、より良い検査を構築して欲しいと思いま

す。山﨑先生、ありがとうございました。 

 


